
特色ある学校づくり（平成２６年度）

別海町立中西別小学校

校 訓 生き生きとした目と心をもった子ども

学校教育目標○ 友達と仲良くし、いたわる気持ちを持つ子（豊かな心情）

○ 目あてをもってねばり強くやり通す子（向上心）

○ 健康や安全に気をつけ、

規則正しい生活をする子（健康・安全）

①全児童間の絆を深め、実践力と思いやりの心をはぐくむ全校縦割り班活動

集会の企画、準備、運営等の体験を通し、自主性・実践力を高めるとともに、上級生のリーダー

性発揮の大切さを実感させ、思いやりの心をはぐくむため、縦割り班活動に取り組んでいます。一

年を通じて、主に四季の集会や運動会などの行事や毎日の清掃活動や、月一回の縦割り活動デーで

は班ごとに仲良く活動しています。

②言葉を学び、創造力を豊かにする読書活動

楽しむため、自己向上のため、見識を深めるために読書を進めています。週２回の朝読書とともに今

年から月１回全員が２Ｆホールに集まり全校読書を行っています。また、図書館による白鳥号の本の貸

し出しや青空読書会も積極的に利用しています。さらに、保護者による読み聞かせも行っています。

③体力作り、技能の向上を目指したなわとび・水泳・スケート学習（記録会）

持久力等の体力の強化を図り、体育の時間以外にも期間を決めて、放課後にも水泳やスケートに

取り組んでいます。今年度から取り組み始めた縄跳びとともに、進級テストや記録会を行い、目標

に向かって最後までやりぬこうとする気力、粘り強さも養っています。



④表現力の向上を目指した全校合唱、発表集会

全校生が集い、歌う楽しさを感じさせ、仲間意識をはぐくむとともに、合唱技能、表現力を高め

るため、月１回全校合唱の時間を設けています。練習の成果を、学芸会はもちろん地域文化祭、別

海町音楽祭や子どもの成長を見る会で発表しています。また、学年ごとに発表集会も行っています。

⑤幼・小・中の連携を深める異校種間交流

幼・小・中のスムーズな移行が図れるよう、子ども同士・教師間での交流を進めています。幼・小合

同運動会を行い、小学生が幼稚園に行ったり園児が小学校に来校し、一緒に活動しています。また、中

学校教諭による出前授業も行っています。

⑥文化を継承し、社会性をはぐくむ高齢者とのふれあい

豊富な知識と経験から生きる教えをいただくため、お年寄りとの交流を行っています。春にはコスモ

スの種まきを支援していただき、夏には三世代間のパークゴルフを行ったり、昔の時代の話を聞いてい

ます。また、秋に祖父母参観日を行い、昔の遊びを教わったりしています。

⑦伝統を守り続ける地域行事への参加

中西別の地域や人との関わりを深め、長年続いている伝統を守るため、積極的に地域行事に参加

しています。ふるさと祭りでは御輿を担いだり相撲をとり、子どもの成長を見る会では園児からお

年寄りまで音楽等の発表交流をし、長靴アイスホッケーではお母さん方とも試合も行っています。




